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  平成 29 年 5 月 12 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 三 洋 堂 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

代 表 者 名 代表取締役最高経営責任者兼

最 高 執 行 役 員 
加藤 和裕 
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問 合 せ 先 取 締 役 執 行 役 員 

総 務 部 長  
伊藤   勇 
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平成 29年 3月期 連結決算概要 

 

１．平成 29年 3月期 連結業績ハイライト 
●売上高は、文具・雑貨・食品部門で前期比 104.0％、古本部門で同 103.0％と健闘したものの、主

力の書店部門が前年を下回ったことなどから、全体では同 95.4％に留まりました。 

●経費削減にも取り組みましたが、上記の減収の影響により、営業利益、経常利益とも減益になり、

親会社株主に帰属する当期純利益は 68百万円となりました。 

（百万円、％） 
平成 28年 3月期 平成 29年 3月期 

増減額 前期比 
金額 構成比 金額 構成比 

売上高 23,180 100.0 22,124 100.0 △1,056 95.4 

売上総利益 6,890 29.7 6,519 29.5 △370 94.6 

営業利益 478 2.1 258 1.2 △220 54.0 

経常利益 480 2.1 274 1.2 △206 57.1 

親会社株主に帰属する当期純利益 164 0.7 68 0.3 △95 41.6 
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２．セグメント別・部門別売上高 

（百万円、％） 
平成 28年 3月期 平成 29年 3月期 

増減額 前期比 
金額 構成比 金額 構成比 

個人顧客事業 22,981 99.2 21,894 99.0 △1,087 95.3 

 書店 14,886 64.2 14,126 63.9 △759 94.9 

 文具・雑貨・食品 1,813 7.8 1,885 8.5 72 104.0 

 セルＡＶ 1,635 7.1 1,553 7.0 △82 95.0 

 ＴＶゲーム 810 3.5 802 3.6 △8 99.0 

 古本 556 2.4 573 2.6 16 103.0 

 レンタル 3,261 14.1 2,883 13.0 △377 88.4 

 その他 17 0.1 69 0.3 52 402.3 

法人顧客事業 4 0.0 2 0.0 △1 64.4 

サービス販売事業 195 0.8 227 1.0 31 116.3 

合計 23,180 100.0 22,124 100.0 △1,056 95.4 

個人顧客事業の部門別売上高推移
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３．平成 30年 3月期 通期連結業績予想 

（百万円、％） 
平成 29年 3月期 実績 平成 30年 3月期 予想 

増減額 前期比 
金額 構成比 金額 構成比 

売上高 22,124 100.0 21,000 100.0 △1,124 94.9 

営業利益 258 1.2 300 1.4 41 116.1 

経常利益 274 1.2 300 1.4 25 109.2 

親会社株主に帰属する当期純利益 68 0.3 50 0.2 △18 73.3 

1株当たり配当金 4.0円 － 0.0円 － － － 

（注）次期の配当につきましては、今後の業態転換に向けた施策遂行の資金を確保し、厳しい経営環境のもと積極的な

事業展開と急激な経営環境の変化に備える必要があることなどを総合的に勘案し、無配とさせていただきたく存

じます。株主の皆様には何卒ご理解をいただき、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

・ 出店や既存店の改装、新規事業の導入等を進めてまいりますが、各部門で売上高が厳しい推移となる見

込みから、減収を予想しております。 
 

以上 
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